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近
年
に
お
い
て
は
、
中
高
年
登
山
や
山
ガ
ー

ル
な
ど
の
若
い
世
代
に
加
え
、
海
外
か
ら
の
観

光
登
山
者
も
含
め
た
多
く
の
み
な
さ
ま
に
登
山

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
無
謀
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
登
山
や

写
真
撮
影
で
の
お
花
畑
へ
の
踏
み
込
み
、
ペ
ッ

ト
の
連
れ
込
み
、
ス
ト
ッ
ク
で
登
山
道
を
傷
め

る
な
ど
、
問
題
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
サ
ル
等
の
野
生
鳥
獣

に
よ
る
高
山
帯
へ
の
目
撃
・
被
害
も
報
告
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域

の
自
治
体
や
山
小
屋
、
高
山
植
物
等
保
護
対
策

協
議
会
と
連
携
し
た
保
護
啓
発
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

◆
白
馬
周
辺
の
お
花
畑

　

今
年
は
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
七
月
一
日
か

ら
八
月
末
日
ま
で
村
全
体
が
お
花
畑
に
な
る

「
白
馬
ア
ル
プ
ス
花
三
昧
」
が
白
馬
山
麓
及
び

白
馬
・
小
谷
地
区
の
各
植
物
園
・
自
然
園
で
開

催
さ
れ
、
大
い
に
賑
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
、
ゴ
ン
ド
ラ
や
テ
レ

キ
ャ
ビ
ン
を
利
用
し
て
、
空
中
散
歩
を
楽
し
み

な
が
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
初
心
者
で
も
無
理
な
く

山
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
が
楽
し
め
る
コ
ー
ス
や
、
ま

た
、
本
格
的
な
装
備
で
挑
め
ば
、
険
し
い
山
麓

か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
、
優
し
い
景
色
が
続

き
、
そ
こ
に
は
限
ら
れ
た
期
間
だ
け
見
る
こ
と

の
で
き
る
絶
景
が
、
雪
が
解
け
て
一
斉
に
咲
き

出
し
た
花
の
色
彩
に
あ
ま
り
に
現
実
と
か
け
離

れ
た
天
国
の
よ
う
な
光
景
に
し
ば
し
ぼ
う
ぜ
ん

と
な
り
ま
す
。

　

一
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
回
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の

ス
ケ
ー
ル
で
北
ア
ル
プ
ス
一
帯
に
咲
き
誇
る
高

山
植
物
と
山
野
草
、
こ
の
可
憐
な
花
と
の
出
会

い
を
求
め
て
多
く
の
登
山
者
が
こ
の
地
を
訪
れ

ま
す
。

　

天
候
も
八
月
に
入
る
と
晴
天
が
続
き
、
夏
空

を
駆
け
抜
け
る
真
っ
白
な
雲
と
、
そ
の
空
に
近

づ
く
か
の
よ
う
に
一
面
に
広
が
る
お
花
畑
が
出

迎
え
ま
し
た
。

◆
北
ア
ル
プ
ス
の
懐
、

�

白
馬
小
谷
は
天
然
温
泉
の
宝
庫
。

　

個
性
あ
ふ
れ
る
源
泉
が
あ
り
、
標
高
二
、

一
〇
〇
ｍ
の
天
空
の
露
天
風
呂
や
車
で
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
温
泉
、
ホ
テ
ル
内
の
絶
景
風
呂
な

ど
も
多
く
、
贅
沢
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま

す
。

　

ま
た
、
森
・
水
・
空
で
遊
ぶ
、
カ
ヌ
ー
や
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
ハ
ー
ネ
ス
を
装

着
し
て
行
う
地
上
八
ｍ
の
空
中
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
、
エ
ン
ジ
ン
バ
ギ
ー
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、

Ｍ
Ｔ
Ｂ
な
ど
、
自
然
と
触
れ
合
え
る
体
験
が
出

来
る
施
設
も
沢
山
あ
り
、
登
山
以
外
も
楽
し
め

ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

　
「
公
共
交
通
機
関
」

　
　
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
白
馬
駅
下
車

　
　
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
小
谷
駅
下
車

　
「
自
家
用
車
」

　
　

中
央
自
動
車
道
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
～
国
道

　
　

一
四
八
号
大
町
市
経
由
で
約
一
時
間

　
　

 

長
野
市
～
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
経
由
で
約

一
時
間

◆
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々

　

日
本
の
屋
根
と
い
わ
れ
る
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
は
古
く
か
ら
夏
は
登
山
、
冬
は
ス
キ
ー
で

日
本
で
も
有
名
な
山
岳
観
光
地
で
あ
り
、
観
光

施
設
（
宿
泊
温
泉
施
設
・
交
通
機
関
）
も
整
備

さ
れ
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

北アルプス北部（手前は白馬岳頂上宿舎）

登山以外でも楽しめます。（バギー）

北アルプス屈指の花の山

貴重な白色の「コマクサ」


